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Abstract
This research is a secondary analysis using data from university survey and education center 
survey carried out in the research of this project. A report is given in this paper on the results 
revealed through a comparative analysis of the environment and contents of lectures and training 
courses to foster teaching skills for ICT use conducted at universities and education centers.
Looking at the situation of the installation of ICT equipment, the installation rate of interactive 
whiteboards was not significantly different at a rate of about 60% at both universities and educa-
tion centers. For all other equipment except for interactive whiteboards, the university had a sig-
nificantly higher installation rate. Regarding the number of units installed, there was no significant 
difference between the average of the two for laptop computers, tablets and digital textbooks for 
teachers, while the installation rate for other ICT devices was significantly higher at the universi-
ties. From the above, it is understood that the universities are ahead in terms of the situation of 
installation of ICT equipment. It was assumed that interactive whiteboards and/or large monitors, 
and laptop computers and/or tablets play complementary roles in both kinds of institutions. Yet 
from the results of the analysis it is clear that they do not play a complementary role at either the 
universities or education centers, and it also seems that there are many extreme cases where either 
both types of equipment have been installed or neither have. The connection environment of the 
Internet line exceeds the popularization level of public schools in both types of educational insti-
tution with ultra-high speed Internet installed, and with a network environment in place.
In terms of the items of teaching skills for ICT use taught in lectures and training courses, the 
implementation rate of the education centers was significantly higher for all items except the 
“collection of teaching materials and data”. In addition, looking at the correlation between the ICT 
equipment used in lectures and training courses, and course contents, the interactive whiteboards 
focused on the use of digital textbooks. Moreover, it seems that the education centers proactively 
use the installed ICT equipment more than the universities in the training. However, education 
centers rarely used BYOD (bring your own device) in the training.
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№ 1～8 は、ICT 機器の設置状況について機関における台数を問う問いである（指導者用デジタ
ル教科書を含む）。これらの回答については、大学と教育センターのミッションの違いや機関の
規模による違いに配慮して、台数の比較に加えて有無による二値比較も行う。№ 9,11 はインタ
ーネット、イントラネットの回線速度を Mbps で問う問いである。№ 10 は、接続形態をギャラ








報機器及び教材の活用を含む。）」、教育職員免許法施行規則第 66 条の 6 に定める科目のうち，
③ 「情報機器の操作」の 3 つについて調査している。そこで大学調査は、全データの中から②に
該当する回答のみを使用することとした。






事実、2018 年 12 月 21 日に CiNii1） で「ICT 活用指導力」をキーワードとして検索した結果、








用指導力の状況」と表記されるようになったのは、平成 18 年度調査（平成 19 年 3 月 1 日時点）
以降である。これには平成 18 年度に文部科学省が公表した「教員の ICT 活用指導力の基準（チ
ェックリスト）」（文部科学省，2007）が関係する。





科の指導法に関する ICT 活用指導力の研究がみられる。以上 CiNii の文献上で見る限り、ICT 活
用指導力はホットでトレンディーなテーマであり、このテーマの研究は今後もしばらく続くと考
えられる。ちなみに Google で”ICT 活用指導力”を検索すると約 32,900 件ヒットした（2018 年












































№ 1～8 は、ICT 機器の設置状況について機関における台数を問う問いである（指導者用デジタ
ル教科書を含む）。これらの回答については、大学と教育センターのミッションの違いや機関の
規模による違いに配慮して、台数の比較に加えて有無による二値比較も行う。№ 9,11 はインタ
ーネット、イントラネットの回線速度を Mbps で問う問いである。№ 10 は、接続形態をギャラ








報機器及び教材の活用を含む。）」、教育職員免許法施行規則第 66 条の 6 に定める科目のうち，
③ 「情報機器の操作」の 3 つについて調査している。そこで大学調査は、全データの中から②に
該当する回答のみを使用することとした。
№ 16～22 は講義又は研修で使用される ICT 機器について問う設問である。大学調査では、選図 1　CiNii 中での「ICT 活用指導力」をキーワードとする論文の数
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択肢として「学生一人一人に使用させている」「学生にグループワークとして使用させている」「教員
が学生の前で提示して使用している」「使用していない」の選択肢から選択する形式をとるが、ここ
































2 B.2 イ プロジェクタ プロジェクタ
3 B.3 ウ 大型モニタ（60 インチ以上） 大型モニタ（60 インチ以上）
4 B.4 エ 実物投影機（書画カメラ） 実物投影機（書画カメラ）




7 キ タブレット型コンピュータ（キーボードなし） タブレット型コンピュータ（キーボードなし）








10 イ 学外への接続回線・接続形態 接続形態
11 C.6 ウ 学内 LAN（有線）の回線速度 施設内 LAN（有線）の回線速度









えた ICT 活用に関する研修を年に 1 回以上実施してい
る



























17 1.2 ソ プロジェクタ プロジェクタ
18 1.3 タ 大型モニタ（60 インチ以上） 大型モニタ（60 インチ以上）
19 1.4 チ 実物投影機（書画カメラ） 実物投影機（書画カメラ）
20 1.5 ツ 大学が用意したタブレット型コンピュータ 貴機関が用意したタブレット型コンピュータ
21 1.6 テ 指導者用デジタル教科書 指導者用デジタル教科書
22 1.7 ト 学生の私的デバイスを活用した講義を実施している 受講者の私的コンピュータ等を活用
66
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希望者研修）ごとに使用する場合には○を付ける形式であったが、いずれかの対象者の研修で使
用していれば YES、どの研修でも使用していない場合に NO とした。
№ 23～35 は、ICT 活用指導力の育成の内容に関する問いである。大学調査の 23 問からなる 4 件
法で頻度をたずねる問いと、センター調査の「研修講座を策定する際に意図している教員や児童生





関する調査」の内の 578 件、「講義に関する調査」の内の 598 件とセンター調査の内の 246 件である。
4．分析結果
4．1	 ICT 機器の整備状況






ICT 機器 大学 教育センター 有意確率
電子黒板 60.4% 61.7% 0.805
プロジェクタ 99.8% 92.9% 0.000
大型モニタ 51.7% 30.3% 0.000
実物投影機 95.3% 75.2% 0.000
ノート型コンピュータ 92.0% 87.0% 0.032
タブレット（キーボードあり） 19.4% 46.9% 0.000
タブレット（キーボードなし） 34.2% 53.0% 0.000
タブレット ALL 38.4% 67.0% 0.000
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表 3　ICT 機器の設置台数（平均）
ICT 機器 大学 教育センター 有意確率
電子黒板 5.6 3.7 0.029
プロジェクタ 42.4 6.1 0.000
大型モニタ 8.0 0.8 0.002
実物投影機 23.0 3.5 0.000
ノート型コンピュータ 42.9 26.1 0.069
タブレット（キーボードあり） 43.7 26.7 0.148
タブレット（キーボードなし） 54.2 28.1 0.085
タブレット ALL 67.7 41.8 0.090








無 有 合計 無 有 合計
無 126 136 262 73 72 145
有 91 185 276 9 52 61



















無 有 合計 無 有 合計
無 35 269 304 18 49 67
有 10 180 190 12 123 135
合計 45 449 494 30 172 202
表 6 にネットワーク設備の状況を示す。学校へのインターネット回線は超高速インターネット
は 30Mbps 以上、参考で 100 Mbps 以上となっている（文部科学省 , 2018, p.5）。そこで回線速度を、
30Mbps 以下、30～100 Mbps、100 Mbps 以上について設置率を見たところ、ほぼすべての大学で




100Mbps 以上 98.2% 84.3%
30～100Mbps 0.9% 8.1%
30Mbps 以下 0.9% 7.6%
インターネットへの接続形態は、大学と教育センターの間に有意な差はなく、どちらも 4 割が
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表 7　ICT 関連研修及び支援体制の充足率
研修及び支援体制 大学 教育センター 合計 有意確率
ICT 活用 67.8% 59.8% 65.4% 0.032
情報モラル等 65.7% 53.3% 62.0% 0.001






②教育の方法及び技術、③情報機器の操作の 3 種類の講義での ICT 活用指導力の育成について
問うた。そのためここでは教育センターの調査と②教育の方法及び技術の回答とを比較する。
ここでは実施されている講義・研修の中で使用されている ICT 機器（表 1 の No.16～22）と、
目指す ICT 活用指導力について対応のつく項目（表 1 の No.23～35）について分析を行う。
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表 8　講義・研修での ICT 機器の使用率
利用 ICT 機器 大学 教育センター 合計 有意確率
電子黒板 17.1% 44.7% 25.1% 0.000
プロジェクタ 90.3% 87.8% 89.6% 0.340
大型モニタ 39.3% 26.0% 35.4% 0.000
実物投影機 54.0% 56.5% 54.7% 0.559
タブレット 17.1% 56.5% 28.6% 0.000
デジタル教科書 11.5% 30.5% 17.1% 0.000
BYOD 41.2% 7.3% 31.1% 0.000







ICT 活用指導力 大学 教育センター 合計 有意確率
教材・資料収集 62.9% 66.3% 63.9% 0.399
情報の交換・共有化 29.1% 42.3% 33.0% 0.000
ソフト活用して教材作成 58.5% 71.5% 62.3% 0.001
学習記録 36.3% 51.6% 40.8% 0.000
資料提示 67.5% 93.9% 75.2% 0.000
互いの意見・作品などを共有・比較 45.2% 77.6% 54.7% 0.000
繰り返し学習や習熟度に応じた学習 37.8% 53.3% 42.3% 0.000
グループで考えをまとめたり，協働して制作 42.8% 68.7% 50.4% 0.000
指導者用デジタル教科書を活用 18.9% 48.8% 27.6% 0.000
権利を尊重，ルールやマナーを守って行動 67.8% 84.1% 72.6% 0.000
知的財産権や，個人の権利について正しく理解 65.6% 74.0% 68.1% 0.022
インターネットなどを適切に利用 57.2% 82.9% 64.7% 0.000
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表 10　ICT 活用指導力と ICT 機器の相関係数（大学）
ICT 活用指導力
ICT 機器
電子黒板 プロジェクタ 大型モニタ 実物投影機 タブレット デジタル教科書
BYOD
教材・資料収集 .147** .140** .092* .201** .159** .153** .148**
情報の交換・共有化 .088* .118** 0.006 .123** .088* 0.072 .095*
ソフト活用して教材作成 .129** .185** .089* .170** .138** .099* .144**
学習記録 .104* .148** 0.076 .098* .133** .103* .176**
資料提示 .187** .207** 0.066 .190** .139** .159** .136**
互いの意見・作品などを
共有・比較 .152** .143** .085* .200** .170** .194** .154**
繰り返し学習や習熟度に
応じた学習 .146** .145** 0.078 .092* .220** .222** .195**
グループで考えをまとめ
たり，協働して制作 .148** .127** 0.055 .148** .157** .170** .175**
指導者用デジタル教科書
を活用 .335** 0.052 .105* .160** .243** .489** .144**
権利を尊重，ルールやマ
ナーを守って行動 0.075 0.077 0.076 .106** .142** .115** 0.060
知的財産権や，個人の権
利について正しく理解 .104* .108** .090* .097* .141** .107** 0.056
インターネットなどを適
切に利用 .105* .117** 0.077 .114** .177** .133** .089*
情報セキュリティ .126** .143** 0.078 .147** .154** 0.070 .109**
表 11　ICT 活用指導力と ICT 機器の相関係数（教育センター）
ICT 活用指導力
ICT 機器
電子黒板 プロジェクタ 大型モニタ 実物投影機 タブレット デジタル教科書
BYOD
教材・資料収集 0.071 .181** .129* .241** 0.120 .174** 0.002
情報の交換・共有化 -0.041 .143* 0.036 .170** .186** 0.095 0.044
ソフト活用して教材作成 .132* .261** 0.086 .264** .246** 0.105 -0.100
学習記録 0.102 .136* .129* 0.102 .168** 0.076 -.134*
資料提示 .161* .372** .151* .290** .153* .132* 0.006
互いの意見・作品などを
共有・比較 .129* .277** 0.118 .257** .238** .165** -.224**
繰り返し学習や習熟度に
応じた学習 0.023 .199** 0.091 .213** .180** 0.125 -0.050
グループで考えをまとめ
たり，協働して制作 .149* .257** .160* .274** .345** .199** -0.080
指導者用デジタル教科書
を活用 .186** 0.090 0.107 .151* .134* .590** 0.007
権利を尊重，ルールやマ
ナーを守って行動 0.010 .416** 0.054 .203** 0.113 0.070 -0.006
知的財産権や，個人の権
利について正しく理解 0.105 .260** 0.098 .190** .153* 0.111 -0.082
インターネットなどを適
切に利用 0.082 .326** 0.023 .256** .147* 0.089 -0.038
情報セキュリティ .126* .355** 0.084 .198** .160* 0.071 -0.031
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てみる。表 10,11 は、ICT 活用指導力の内容と ICT 機器の使用の相関についてピアソンの相関係
数と有意確率を示す。表中 ** は 1% 水準で、* は 5% 水準で有意な相関であることを示す。さら
に相関の強さが一目で分かるように、相関係数が 0.3 以上、0.3～0.2、0.2～0.15、0.15 未満で塗り
分けをした。また、それぞれの ICT 機器を従属変数とし、表の 13 の ICT 活用指導力を独立変数













































立教育政策研究所 , 2018, p.32）等の方策が必要と考えられる。
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4） Bring your own device の英文の頭文字の略語。日本語では、私的デバイスの活用。持ち込んだ個人の携帯用
情報端末を使用することを指す。
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